
四国三十三観音霊場
　　第2番札所
百八観音霊場
　　第41番札所

〒771-1702
　徳島県阿波市
　　阿波町稲荷53
℡　0883-35-2784
ホームページ
https://saikouji.tokushima.jp
発行所　西 光 寺
発行人　澤　善弘題字　先住興源僧正筆題字　先住興源僧正筆

大
輪
の
花
が
咲
く

仏壇・仏具・神具・墓石・石材工事

お問合わせ、ご注文は
 

■〒776-0001 吉野川市鴨島町
牛島字四ツ屋90-1（かもじま店）

メガネ・補聴器・宝石・時計
ジュエリー サトウ
阿波町大原11-1
☎(0883)35-2306

あなたの快適ライフを応援します。

阿波町庚申原121

営業日/　月～土曜日
営業時間/ 夜.17：00～

☎（0883）35-7260

定休日/　　日曜日☎(0883)36-1115

（会館葬儀・自宅葬儀・寝台車・花輪）
マルミヤ 第65回徳島駅伝セレモニーホール

阿波市チームに温かい応援を
賜わりありがとうございます。

お陰様で前回は11/16位でした。
セレモニーはやし
各宗派葬儀・御法要・花環・篭盛等

阿波町丸山3-2

FAX（0883）35-2736
☎　(0883)35-2073

市場町山野上字大西181-1
☎　(0883)36-7111
FAX（0883）36-7035

今回10位以内を目指します！！
1月5日阿波市を通過します。
沿道で応援をお願いします！
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■〒776-0001 吉野川市鴨島町
牛島字四ツ屋90-1（かもじま店）

メガネ・補聴器・宝石・時計
ジュエリー サトウ
阿波町大原11-1
☎(0883)35-2306

あなたの快適ライフを応援します。

阿波町庚申原121

営業日/　月～土曜日
営業時間/ 夜.17：00～

☎（0883）35-7260
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（会館葬儀・自宅葬儀・寝台車・花輪）
マルミヤ 第65回徳島駅伝セレモニーホール

阿波市チームに温かい応援を
賜わりありがとうございます。

お陰様で前回は11/16位でした。
セレモニーはやし
各宗派葬儀・御法要・花環・篭盛等

阿波町丸山3-2
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☎　(0883)35-2073

市場町山野上字大西181-1
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FAX（0883）36-7035
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